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第

　今年度も残りわずかと
なりました。今年は秋が
感じられず、夏からいき
なり冬。体が追い付かず
に体調を崩されてしまっ
た人もおられたと思いま
す。まだまだ、寒い日が
続きますが体調管理には
お互いに気をつけましょ
うね。県 P 新聞を発行す
るにあたって、様々な方
のご協力をいただきあり
がとうございました。新
聞発行の 1番の目的は、
県 P連や県内の単位PTA
がどのような活動をして
いるのか、たくさんの方
に知ってもらいたいとい
うことです。そのために
「見やすさ」「読みやすさ」
「内容の工夫」など、と
ことん追求して作り上げ
ました。また、私たち広
報委員のチームワークの
良さも感じてもらえれば
と思っています。
　　

広報委員
　川畑愛子

日P表彰受賞者

印刷　株式会社キャップ 制作　ワタナベデザイン

熊本県 連合会新聞熊本県 連合会新聞

高森会場

西原会場

阿蘇会場

第 5 0 回 熊 本 県 P TA 研 究 大 会

阿蘇大会

第51回

私たちの活動は、子どもたちの健やかな成長を支えるためのもの。
本大会では県内の皆さんと共に、子どもたちの教育や福祉について考え
る貴重な機会です。
様々なプログラムを企画しておりますので、積極的にご参加ください。
あまくさ大会を楽しんで頂き、有意義な素晴らしい一日となることを
願っております。

令和 7年あまくさ大会 11
8

熊本県PTA研究大会

㈯

編集
後記

あまくさ大会
実行委員長

前田知洋

「全ては子どもたちの未来のために」

令和 6年度 表彰者一覧

田
尻
清
孝

副
会
長

　
昨
年
５
月
に
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と

の
間
で
「
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」

を
締
結
し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
第
１
回

目
の
連
携
協
力
会
議
を
11
月
20
日
に
熊
本

市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
題
と
し
て
、
令
和
９
年
度
開
催

予
定
の
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
及
び

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
熊

つ な ご う 　 未 来 へ の 架 け 橋
～見つけよう！ 始めよう！ 変えよう！　ＰＴＡだから今できること～

■
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

　
【
団　
　

体
】 
玉
名
市
立
滑
石
小
学
校
P
T
A

　
　
　
　
 

菊
池
市
立
菊
池
南
中
学
校
P
T
A

　
【
個　
　

人
】 
田
中　

万
里

　
　
　
　
 

岡
﨑　

秋
人

　
　
　
　
 

千
原　

め
ぶ
き

■
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
長
賞

　
【
感 

謝 

状
】 
田
中　

万
里

 
 

岡
﨑　

秋
人

 
 

千
原　

め
ぶ
き

　
【
団　
　

体
】 
玉
名
市
立
玉
名
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 
 

和
水
町
立
三
加
和
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 
 

大
津
町
立
大
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 
 

小
国
町
立
小
国
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 
 

宇
城
市
立
青
海
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 
 

第
４９
回
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

 
 

　

あ
し
き
た・み
な
ま
た
大
会
実
行
委
員
会

　
【
個　
　

人
】 
松
本　

美
恵

 
 

迫
田　

健
二

 
 

大
通　

恵
美

　
  

多
田　

路
央

 
 

福
島　

伸
也

ご案内

■
熊
本
県
社
会
教
育
功
労
表
彰

　
【
知
事
表
彰
】 
田
中　

万
里

 
 

岡
﨑　

秋
人

　
  

千
原　

め
ぶ
き

　
【
教
育
委
員
会
表
彰
】 
米
田　

直
樹

本
市
大
会
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
大

会
規
模
や
今
後
の
協
力
体
制
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
９

年
度
の
県
Ｐ
研
究
大
会
人
吉
大
会
以
降
を

１
年
先
送
り
し
、
お
互
い
に
協
力
し
て
熊

本
市
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

熊
本
県
P
T
A
連
合
会
と

熊
本
市
P
T
A
協
議
会
と
の
連
携
協
力
会
議
を
開
催

｢日 P熊本市
大会｣を

共に協力して
頑張ろう！

｢日P熊本市
大会｣を

共に協力して
頑張ろう！



令和7年3月1日⑶ 第188号 ⑵

提言発表をした畑口益喜さん
と㊧田中裕二さん

熊本県 連合会新聞 熊本県 連合会新聞

実物投影機とモニターを活用した
よみきかせ

発表の様子

　
倉
岳
小
学
校
で
は
、
月
に
2
回

火
曜
日
の
朝
に
読
み
聞
か
せ
の
時

間
が
あ
り
ま
す
。
P
T
A
会
員
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
シ
モ

ン
ち
ゃ
ん
　
』
の
皆
さ
ん
が
、
季
節

や
学
年
に
合
わ
せ
吟
味
し
た
絵
本

を
読
み
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

手
遊
び
や
童
謡
を
楽
し
ん
だ
り
、

絵
本
に
で
て
く
る
植
物
や
食
べ
物
、

昔
の
道
具
な
ど
の
実
物
を
紹
介
し

た
り
と
五
感
を
刺
激
し
な
が
ら
物

語
を
楽
し
む
時
間
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
読
み
聞
か
せ
る
大
人
に

と
っ
て
も
互
い
に
豊
か
な
ひ
と
と
き

で
す
。

　
で
す
が
、
子
ど
も
の
本
離
れ
や

学
習
習
慣
の
確
立
に
は
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
、
今
年
度
は
ふ

れ
あ
い
読
書
研
究
会
に
応
募
し
ま

し
た
。
大
型
絵

本
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
の
購
入
、

子
ど
も
達
が
楽

し
く
利
用
で
き

る
よ
う
な
図
書

室
に
す
る
た
め

の
備
品
の
購
入

に
充
当
し
ま
し

た
。
3
学
期
に
は
、
保
護
者
も
含

め
全
校
で
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
読

み
聞
か
せ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
中
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が
よ
り

読
書
に
親
し
め
る
よ
う
、
地
域
や

家
庭
で
保
護
者
も一緒
に
読
書
を
楽

し
め
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
に
餅
つ

き
と
門
松
と
し
め
縄
で
「
武
北
っ

子
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
武
北
っ
子
」
を
真
ん
中
に
地
域
・

学
校
・
家
庭
が
連
携
し
て
開
催
す

る
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
寒
い
中
で
し

た
が
約
2
0
0
人
が
参
加
、
盛
況

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

ご
指
導
の
も
と
、
杵
と
臼
を
使
っ

た
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
初
体

験
の
子
ど
も
も
多
く
、
自
分
達
で

つ
い
た
お
餅
を
丸
め
て
、
あ
ん
こ

や
き
な
こ
な
ど
様
々
な
ト
ッ
ピ
ン

グ
で
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　
2
日
目
は
、
学
校
運
営
協
議
会

ご
指
導
の
も
と
、
門
松
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
心
を

こ
め
て
竹
を
丁
寧
に
ピ
カ
ピ
カ
に

磨
い
て
く
れ
て
、
出
来
上
が
っ
た

門
松
は
、
無
事
に
地
域
の
方
か
ら

合
格
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
P
T
A
役
員
保
護
者
が
講

師
と
な
り
、
ミ
ニ
し
め
縄
づ
く
り

を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
思
い
思
い
の
飾
り
を
選
び
、

個
性
豊
か
な
し
め
縄
が
続
々
と
完

成
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
へ
感
謝

の
お
手
紙
を
添
え
て
お
届
け
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

朝のよみきかせ

手作りのパネルシアター

　親子ふれあいデー活動
ＰＴＡが主催となり家族で自然
とふれあう時間、またＰＴＡ会
員同士や地域の人々との交流
を通じ人間関係を育みふれあ
うことなどを目的とした事業
です。
委嘱校…１８校程度
委嘱金…１校につき２０,０００円
　　　　支給
※毎年応募できます。

　ふれあい読書研究会
ＰＴＡが主催となり家庭・学校・
地域を巻き込み、気づき、学
び、楽しく読書に親しみ、本と
ふれあうことなどを目的とし
た事業です。

委嘱校…２０校程度
委嘱金…１校につき５０,０００円
　　　　支給
※過去３年間（令和 4 年度～令和
6 年度）に委嘱を受けていない
単位ＰＴＡが応募可能です。

※2月下旬～ 3月上旬に各単位ＰＴＡへ 1回目の募集案内を配布します。
※4月上旬に2回目の募集案内を配布。（予定）
※募集案内をよくご確認していただき、応募用紙に必要事項をご記入の上、
郵送又はメールにてご応募下さい！！

※先着順ではありません！！応募多数の場合は、応募内容等にて選定致します。

　
令
和
６
年
１２
月
１８
日
に
中
間
報

告
会
を
開
催
し
、
延
べ
約
70
人
の

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
単
Ｐ

ご
と
に
活
動
報
告
や
今
後
の
予
定

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
別
に
発
表
し

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ

間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た

他
の
単
Ｐ
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、

今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー
活
動
」
で

は
集
団
宿
泊
や
モ
ル
ッ
ク
、
郷
土

文
化
の
体
験
、「
ふ
れ
あ
い
読
書
研

究
会
」
で
は
熊
本
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
の
「
Ｃ
Ｐ
読
書
プ
ラ
ン
」
と
合

同
で
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の

ビ
ン
ゴ
企
画
や
脱
出
ゲ
ー
ム
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
笑
い
声
が
飛

び
交
う
ほ
ど
楽
し
く
情
報
交
換
を

さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご・あ・ん・な・い ’s

餅つき楽しい !!

心を込めて竹磨き

どのお花にしようかな？

家
庭
教
育
副
委
員
長

松
本
　
淳

意
見
交
換

中
間
報
告
と

学
校
の

概
要

菊
池
郡
エ
リ
ア

●
児   

童   

数
　
  
４
７
４
人

●
教 

職 

員 

数  

　30　
人

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 
池　
裕
子

●
校　
　
　
長 
堺　
美
華

●
原
稿
執
筆
者 
池　
裕
子

令
和
４
年
度

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー
活
動

令
和
６
年
度

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校

菊
陽
町
立

子
ど
も
達
の
笑
顔
満
開
！

「
武
北
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」

学
校
の

概
要

天
草
市
エ
リ
ア

●
児   

童   

数
　
  

70
人

●
教 

職 

員 

数 
 

　18　
人

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 
池
田　
勝
雄

●
校　
　
　
長 
松
本　
正
史

●
原
稿
執
筆
者 
村
北　
法
苑

ふ
れ
あ
い
読
書
研
究
会

令
和
６
年
度

倉
岳
小
学
校

天
草
市
立

く
ら
っ
子
の

　
ホ
ッ
と
ひ
と
い
き
時
間

第
72
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会

第
６9
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

長
崎
大
会

川
崎
大
会

竹
下
博
徳

理
事

　
平
成
23
年
度
に
中
学
校
が
再
編
さ
れ
、

水
俣
第
二
中
学
校
と
し
て
初
め
て
提
言
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
校
再
編
後
か
ら
保
護
者
間
の
親
交
を

深
め
る
こ
と
、
学
校
教
育
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
、
負
担
感
を
公
平
に
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、「
一
家
庭
一
役
」
と
い

う
体
制
を
現
在
も
継
続
で
き
て
い
る
発
表

に
関
心
を
持
た
れ
た
参
加
者
が
多
く
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
分
科
会
後
半
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り

組
み
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
他
県
の

方
々
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
ま
し

た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
話
も
あ
り
、
自
分
の
学

　
第
69
回
日
本
P
T
A
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
が
10
月
26
日
、
27
日
の

2
日
間
、
長
崎
市
の
出
島
メ
ッ
セ
長

崎
で
開
催
さ
れ
、
九
州
各
地
か
ら
約

4
5
0
0
人
、
熊
本
県
か
ら
も
約

4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
、
参
加
者
は
「
組
織
・
運
営
」

「
家
庭
教
育
」「
人
権
教
育
」「
教
育

環
境
」「
広
報
・
地
域
連
携
」
の
5

分
科
会
と
特
別
分
科
会
に
分
か
れ
、

提
言
者
の
発
表
等
を
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
発
表
を
聞
く
だ
け
で

な
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
参
加

者
が
討
論
す
る
な
ど
の
運
営
の
工
夫

も
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　
2
日
目
は
、
全
体
会
の
前
に
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
長
崎
女

子
高
校
龍
踊
部
（
じ
ゃ
お
ど
り
ぶ
）

の
演
舞
が
あ
り
、
開
会
式
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
個
人
・
団
体
表
彰
式
後
、
記
念
講

演
と
し
て
、
作
家
で
タ
レ
ン
ト
の

野
々
村
友
紀
子
さ
ん
が
「
強
く
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
、
ご
自

身
の
実
体
験
を
も
と
に
私
達
や
家
族

が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
ヒ
ン
ト
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
中

は
笑
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
と
て
も

為
に
な
る
お
話
ば
か
り
で
、
私
も
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
1
時
間
が
終
わ
り
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
研
修
も
そ
う
で
す
が
皆
さ

ん
と
親
し
く
な
れ
て
親
学
び
の
良
い

機
会
と
な
っ
た
2
日
間
で
し
た
。

「
支
え
よ
う
！
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
。

　
　
　
見
せ
よ
う
！
大
人
の
背
中
」

提　
言　
者

　
　
　
P
T
A
会
長　

田
中
裕
二

提
言
補
助
者

　
　
　
校　
　
　
長　

畑
口
益
喜

中
退
し
た
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
に

関
わ
る
N
P
O
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
た
ま
り
ば
西
野
博
之
様
か
ら
、
急

速
な
社
会
変
化
に
お
け
る
家
庭
・
学

校
・
地
域
と
社
会
の
様
相
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
3
部
門
か

ら
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て

「
社
会
教
育
」「
家
庭
教
育
」「
学
校

教
育
・
地
域
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
各

学
校
の
取
り
組
み
や
事
例
を
基
に
、

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
自

分
を
高
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
大
会
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験

で
あ
り
、
多
く
の
P
T
A
の
仲
間
と

意
見
交
換
を
し
、
教
育
・
家
庭
環
境

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　
今
後
も
熊
本
県
の
P
T
A
活
動
を

よ
り
良
く
進
め
る
た
め
に
、
得
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
川
崎
市
に
て
、
全
国
か

ら
約
7
0
0
0
人
の
P
T
A
会
員
や

教
職
員
等
が
参
加
し
、
第
72
回
日
本

P
T
A
全
国
研
究
大
会
川
崎
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
大
会
で
は
こ
れ
ま
で

の
分
科
会
方
式
と
異
な
り
、
参
加
者

が
ひ
と
つ
の
会
場
で
共
に
学
び
、
探

求
し
、
語
り
合
う
形
式
の
た
め
同
一

会
場
で
の
開
催
で
し
た
。

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
、
川
崎
の
地

か
ら
〜
活
か
そ
う
「
縁
」
の
力
〜
と

定
め
た
大
会
は
、
初
日
開
会
行
事
の

後
、「
特
別
第
1
」「
特
別
第
2
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
不
登
校
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
を

全
国
で
手
掛
け
る
ト
ー
キ
ョ
ー
コ
ー

ヒ
ー
代
表
の
吉
田
田
タ
カ
シ
様
に
よ

る
講
演
で
は
子
ど
も
達
の
学
び
の
場

の
現
状
と
未
来
の
問
題
や
課
題
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、「
基
調
講

演
」
で
は
、
川
崎
市
内
で
1
9
8
6

年
か
ら
不
登
校
児
童
・
生
徒
や
高
校

つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ

「
進
化
す
る
P
T
A
」
を

　
　
　
　
目
指
し
て
‼

功
刀
圭
一

理
事

水
俣
市
立
水
俣
第
二
中
学
校

九
Ｐ

日
Ｐ

提
言
校

校
で
活
か
そ
う
と
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
「
自
主
性

の
あ
る
活
動
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
主
体
性
を
持
っ

た
活
動
」
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
誰

も
が
参
加
し
た
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
発
表
を
通
し
て
得
た
多
く
の
学

び
は
、
二
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
共
有
し
、
よ

り
よ
い
「
チ
ー
ム
二
中
」
に
な
る
よ
う
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
4
分
科
会　
「
教
育
環
境
」

■
討
議
題

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
協
働
し
て
教
育
環
境
を
整
え
る
P
T
A
活
動

■
討
議
の
視
点

　
①
協
働
し
て
「
学
校
」
の
教
育
環
境
を
整
え
る
P
T
A
活
動
の
在
り
方

　
②
協
働
し
て
「
地
域
」
の
教
育
環
境
を
整
え
る
P
T
A
活
動
の
在
り
方

親
学
び
の

　
　
良
い
機
会
と
な
っ
た

■
10
月
26
日
、
27
日

■
長
崎
市　
出
島
メ
ッ
セ
長
崎

■
８
月
23
日
、
24
日

■
川
﨑
市
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ

親子ふれあいデー活動・ふれあい読書研究会

たくさんのご応募
       お待ちしています！！

委嘱校募集令和 7年度

水俣第二中学校の
ホームページ

県 Pホームページ
お知らせのページ

 報告

 報告

 報告

 報告

 報告

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー
活
動

ふ
れ
あ
い
読
書
研
究
会

 感想
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第
50
回
熊
本
県
P
T
A
研
究
大
会

阿
蘇
大
会
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
大
会
で
は
、
子
育
て
に
重

点
を
置
き
、
学
校
教
育
や
家
庭
教
育

の
質
向
上
に
繋
が
る
学
び
の
機
会
を

提
供
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
が

親
と
し
て
の
学
び
を
深
め
、
他
の
保

護
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
新
た
な
視

点
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
有
意

義
な
成
果
で
し
た
。

　
家
庭
教
育
の
重
要
性
も
改
め
て
確

認
さ
れ
、
親
の
学
び
が
学
校
教
育
と

家
庭
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
鍵
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
成
功
は
、
実
行
委
員

会
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
P
T
A
活

動
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
共
に
作
り
上
げ
て
い
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
第
50
回
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

阿
蘇
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
開
催
に
ご
尽
力
賜
り
ま

し
た
、
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
回
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
各

ご
家
族
が
よ
り
良
い
絆
で
結
ば
れ
る
よ

う
に
思
い
を
共
有
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
子
ど
も
達
と
心
を
通
わ
せ
る
歌

声
は
、
親
子
の
時
間
の
貴
重
さ
を
再

確
認
し
、
子
ど
も
達
の
活
躍
は
、
親

子
の
会
話
に
繋
が
る
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
地
方
か
ら
世
界
へ
と
羽
ば
た

い
た
偉
人
の
活
躍
は
、
諦
め
な
い
姿
勢

を
応
援
し
、
高
森
町
の
取
組
は
子
ど

も
達
を
取
り
巻
く
環
境
に
、
改
め
て

興
味
を
持
つ
も
の
と
期
待
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
成
果
が
家
庭
を
明
る
く

し
、
子
ど
も
達
の
優
し
い
笑
顔
に
つ
な

が
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
実
行
委
員

長
を
務
め
る
に
あ
た
り
、
ご
理
解
と

ご
配
慮
を
頂
い
た
県
Ｐ
理
事
並
び
に
、

事
務
局
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

会　
長　

山
口 

法
子

親
の
学
び
が

子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
る

家
族
の
絆
に

思
い
を
込
め
て

熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

阿
蘇
大
会

　
実
行
委
員
長
　
佐
伯 

知
彦

11月9日㈯第 50回熊本県PTA研究大会阿蘇大会 (Aso Lab.) が 西原会場、阿蘇会場、高森会場の
3つの研究室 (Lab)に分かれて開催され、総数１,420 人の参加がありました。
阿蘇という雄大な自然の中で、進化し続けるPTAにおいて、各 Labごとに様々なテーマで新たな気づきや学びを深め
参加者全員で家庭の在り方や教育への関わりなどを探求でき、とても充実した1日となりました。

　第１分科会の Lab.1 では、郷土の偉人『北里
柴三郎』の曾孫である北里英郎様より、「現在に
生きる北里柴三郎の教え」と題したご講演をい
ただきました。終始一貫の精神で予防医学と血
清療法の功績を残し、近代医学の父と呼ばれた
郷土の偉人を更に誇りに思い、子ども達にもそ
の姿勢を伝えてゆかなければと強く感じました。
　Lab.2 では、過去に日Pや県Pで会長を歴任
された父の背中を見てきたソロアーティストの
そがみまこ様に、童謡・唱歌を織り交ぜたご講
演をいただきました。心に寄り添いながら語って
くれる姿や美しい歌声に、参加者の皆様や親子
席の子ども達が温かい雰囲気に包まれた印象に
残る大会となりました。
　運営に携わっていただいた実行委員やスタッ
フの皆様、そして、ご参加いただいた会員の皆
様、本当にありがとうございました。

黒田　康男
～伝統継承～
      世代をこえて受け継がれる未来

会場報告参加者感想

　にしはら夢運太鼓さんの夢運ぶ演奏に始
まり、北里英郎様の講演では、北里柴三郎氏
の生き方、志に対しての向き合い方など、今
の子どもたちにも伝えていかなければいけ
ないと強く感銘を受けました。多数の門下生
の性格を識別し、その長所を発揮することに
努めたという彼の座右の銘である「人を任じ
て疑うなかれ、疑いて人を任ずるなかれ」と
いう言葉は、子どもたちを導き育てる私たち
にも通じるものだと思いました。
　そがみまこ様の歌を交えた講演会は、子ど
もたちにも聴きやすかったでしょう。童謡は
子どもたちのために作られた歌ではあるが、
日本の四季折々の風景や風習、行事，家族
愛、その心を歌詞とメロディで映し出された
ものが多くあるとのことで、思わず一緒に口
ずさんでしまうほどでした。

　第３会場 Lab.1では、高森高校「マンガ学
科」を将来の人材育成の拠点として形成さ
れていて地域復興を目標とされている（株）
熊本コアミックスの持田修一様からエンタ
メ業界と連携したまちづくりと題して講演
していただきました。
　Lab.2 はICT教育をいち早く取り入れ、こ
れまでの成果にみられる ICT教育の子ども
たちの実践事例や今後の方向性などを挙
げ、参加者にその場でスマホで質問に答え
てもらい瞬時に集計出すと言った工夫を凝
らした内容でした。
　ご参加いただいた皆さま、実行委員や関
係者をはじめご協力いただいた全ての方々
に心より感謝いたします。ありがとうござい
ました。

第50回 熊本県PTA研究大会  阿 蘇大会

ASHIKITA

会場報告参加者感想

TAKAMORI NISHIHARA

　Lab.1 では、（株）熊本コアミックスの持田修
一氏による講演でマンガとアニメの違いや、日本
や世界における市場価値と高森町による取り組
みを知りました。その話しの中で、「マンガを読
む」ことで左脳と右脳の両方を刺激する、マンガ
をもっと読んだ方が良いという科学的分析も踏
まえて、お話しされ目から鱗でした。
　Lab.2 では高森町の教育の成果を高森町教
育委員会の石井佑介様が講演され、「ICT 教育、
教育DX、GIGAスクール」など、保護者の立場
では聞かないような言葉を、わかりやすく説明い
ただき、実践の結果が子ども達にどう役立ってい
るのかアンケートをもとにお話しいただきまし
た。
　これからの世の中にあった人材を育てるため
に、教育の現場ではさまざまな取り組みがされて
いるんだなと感じました。

稗島　寛浩

　阿蘇会場では、アトラクションとして「黒鶫
太鼓」が披露され開幕しました。前半の講演
では阿蘇市波野地区に伝わる「中江岩戸神
楽」、地域が育てた子どもが年を重ね次の世
代の指導者となっていく成功例と言えるの
が「神楽男子」の誕生でした。学校と地域が
ともに伝統芸能の継承に寄与するいい活動
だと思いました。後半の講演は和田裕美先
生によります「新･陽転思考」の講演、良いこ
とも悪いこともあるがままに受け入れ思考
の転換によって人生を楽しく過ごすという
子育てをする親だけでなく現代社会に生き
るすべての年代層にとってためになるお話
でした。
　本会場が成功しましたのも、阿蘇会場に携
わった実行委員や関係者の方々のおかげだ
と思います。本当にありがとうございました。

古林　達男

A S O

　私が参加した第 2分科会は、まず阿蘇市長から
『新時代 /Ado』に思いを込めた挨拶？歌？で幕を
開けました。
　神楽男子の講話と演目ご披露により伝統継承の
大切さや地域と学校教育のつながりの重要性を学
ばせていただきました。
最後の和田裕美様の『新・陽転思考』については、
会場全体が先生の講話に引き込まれるほどの一体
感が生まれていくのを感じながらお話を聞いてお
りました。
　特に心に残った言葉としては『ネガティブなこと
を否定するのではなく、受け入れることでその中
から良いことを見出すことが陽転思考の本質』と
いうことです。
　昨今のPTAに対する多くのネガティブな意見に
関してもその中から良いことを見出せれば新たな
PTAとして活動につなげられると感じました。

山口　崇

有田　康弘
玉名市立築山小学校PTA会長

菊陽町立菊陽中部小学校PTA会長
会場責任者
阿蘇市立波野小学校PTA会長

会場報告参加者感想

「地域連携」のお話

中江岩戸神楽保存会のアトラクション

「新・陽転思考」のお話

「エンタメ業界と連携した町づくり」についてのお話

Studio SmileBoxのアトラクション

「記念講演」北里　英郎様

にしはら夢運太鼓のアトラクション

｢ICT教育について｣石井佑介様

第 1分科会会場 ■ 西原村総合体育館第 3分科会会場 ■ 高森中学校体育館

第 2分科会会場 ■ 阿蘇中学校体育館

これからの人材育成

地域連携と自己改革陽転思考で
新たなPTAに‼

住吉　哲郎
会場責任者
高森町立高森中学校PTA会長

会場責任者
西原村ＰＴＡ連合会会長南関町立南関第一小学校PTA会長

【 Lab.1 】　テーマ 地域連携　中江岩戸神楽保存会
　　　　　　波野小学校子ども神楽クラブ・波野中学校神楽クラブ
　　　　　　演題　地域が繋ぐ伝統芸能～神楽男子の誕生～
【 Lab.2 】　テーマ 家庭支援　講演　和田裕美様
　　　　　　演題　人生を好転させる｢新･陽転思考｣

【 Lab.1 】　テーマ 教育支援　講演　持田　修一様
　　　　　　演題　 コアミックスが目指すエンタメ業界と連携したまちづくり
【 Lab.2 】　テーマ ICT教育　講演　石井　佑介様
　　　　　　演題　 将来の子どもたちに誇れる高森町へ ！
　　　　～誇りと夢と元気を生み出す教育によるまちづくり～

【 Lab.1 】　記念講演　北里　英郎様
　　　　　　演題　 現在に生きる北里柴三郎の教え
【 Lab.2 】　テーマ 家庭教育　講演  そが　みまこ様
　　　　　　演題　 繋げたい！“子どもたちのために”

「繋げたい子どもたちのために」の歌とお話

～子ども達の笑顔のために～
　　ウェルビーイングくまもと

ICT教育の推進と
　　　　選ばれる学校づくり

産
山
村 阿蘇市
高森町南阿蘇村

南小国町

小国町

西原村
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 報告 感想
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やさしさ・やる気・
夢がいっぱい
みんなとつながる 田浦っ子

築山小学校
創立 150周年を
迎えるにあたり

県南 葦北郡エリア

18 人
140 人

教職員数
児 童 数

県北 玉名市エリア

50 人
696 人

教職員数
児 童 数

単 P 活 動 紹 介 単 P 活 動 紹 介

芦北町立
田浦小学校ＰＴＡ

校　　　長●緒方尚哉
ＰＴＡ会長●上野寛道
原稿執筆者●酒井かおり

校　　　長●北岡誉久
ＰＴＡ会長●有田康弘
原稿執筆者●有田康弘

玉名市立 
築山小学校PTA

　芦北町南部に位置し、自然豊
かな環境に囲まれた田浦小学校
は、明治7年に「公立田浦校」と
して創立され、今年で150周年を
迎えました。
　11月10日には記念行事が開催
され、式典では地元出身の KAB
アナウンサー田中杜旺様が講演
をされ、児童たちと発声練習や
早口言葉を楽しみ、夢を追い続
ける楽しさと大切さを伝えまし
た。記念イベントでは、たのう
らマルシェや地元企業協力によ

るお仕事体験、田浦シニア応援団による応援演舞、記念のもち投げな
ど地域が一体となった催しが行われ、参加者を楽しませました。
　「やさしさ・やる気・夢がいっぱいみんなとつながる田浦っ子」を目
標にする児童たちが、これからも夢を持ち、それを実現できるよう、
PTAとしてしっかりと支えていきたいと考えています。

　明治 6 年公立山田校・公立築
地校としてはじまった歴史は多
くの方の思いをつなぎ、5つの時
代を経て今年度創立150周年を迎
えることとなりました。
　12月の記念式典では司会のお
手伝いをおこない、横断幕・の
ぼり旗といった地域の方の目に
留まるもののデザインもおこな
いました。創立200周年を迎える
時に、この子たちが携わる事と
の思いで、今回の周年事業を託
しました。

　様々な環境の変化が著しい時代で、教育の在り方も変化が問われる。
このような状況にも、学校をはじめ、築山校区・行政・家庭が一体となっ
て、スローガンである「元気・夢・思いやり」の心を育み、教育目標の「し
なやかで、凛とした子どもの育成」のもとに、笑顔あふれる築山小で
あり続けてまいります。

人文字の航空写真

こちらのQRコードから
スマホで曲を聴くことが
できます

　
10
月
２
日
に
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
ホ
ー

ル
に
て
家
庭
部
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
頂
き
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
研
修
の
内
容
は
、
ま
ず
、
す
み
れ
助
産
院
院
長
赤
木

夏
代
様
よ
り
「
思
春
期
の
子
ど
も
の
理
解
と
接
し
か
た
」

を
標
題
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
赤
木
様
は
助
産
院
の
他
、
３
校
の
大
学
で
学
生
の
指

導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
の
先
輩
で
も

あ
ら
れ
ま
す
の
で
先
生
の
お
話
は
世
代
的
に
も
心
に
響

く
内
容
で
し
た
。
思
春
期
は
自
我
の
形
成
の
時
期
で
身

体
を
は
じ
め
、
知
能
、
欲
求
、
情
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
発

達
の
時
期
で
あ
り
、
気
持
ち
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
時
期

で
す
が
静
か
に
見
守
り
、バ
ウ
ン
ダ
リ
ー（
個
人
の
境
界
）

を
侵
害
す
る
事
な
く
、
個
人
の
権
利
を
奪
わ
ず
、
共
感

的
理
解
を
持
っ
て
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
事
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
の
言
動
に
右

往
左
往
し
気
を
揉
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
余

裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
お
話
で
し
た
。

　
次
に
熊
本
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
参
事　
工
木

圭
吾
郎
様
よ
り
「
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
」

の
標
題
の
元
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
3
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

中
心
に
進
み
ま
し
た
。
県
内
の
他
の
地
域
の
単
位

P
T
A
の
方
と
情
報
交
換
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
ト
ー

ク
が
楽
し
く
て
時
間
が
足
り
な
い
班
も
あ
っ
た
程
で
、

和
や
か
に
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
工
木
様
よ
り
「
一
生
の
う
ち
、
親
子
が
一

緒
に
過
ご
せ
る
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
」

と
質
問
が
あ
り
、
な
ん
と
！
父
親
3
年
4
ヶ
月
！
母
親

７
年
6
ヶ
月
！
だ
そ
う
で
す
。

　
と
て
も
限
ら
れ
た
時
間
で
す
。
私
達
P
T
A
会
員
も

良
い
関
係
で
繋
が
り
、
協
力
し
て
活
動
を
進
め
て
行
き
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
為
に
出
来
る
こ
と
を
一
緒
に

取
り
組
め
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。 田

中
真
鶴

創
立
1
5
0
周
年
記
念
行
事

み
ん
な
で
記
念
撮
影
！

運営に関する事業
●会計　●規約の見直し　●ICT教育検討専門部会

家庭教育の充実強化に関する事業
●親子ふれあいデー活動　●ふれあい読書研究会

会員の研修に関する事業
●熊本県PTA研究大会　●単位PTAリーダー等研修会

広報に関する事業
●県P新聞の企画・発行　●県P連ホームページ運営

4 年生が作詞した記念ソング

Ｐ T A
共
済

連載
記事

第3回

ＰT A任
意
保
険

　教養委員会では、大きな事業として研究大会と単位PTAリーダー等研修会
があります。研究大会においては１１月９日に記念すべき第 50回目にあたる熊
本県 PTA 研究大会阿蘇大会を開催致しました。今年は『 Aso Lab. 阿蘇の
大自然を学びの研究所に、未来育む子育てを共に探求しよう！』をスローガン
に掲げ、学校教育や家庭教育の質の向上につながる研究大会を目指しました。
運営委員会として阿蘇実行委員会の方々と様々な意見を交換、尊重し PTA
会員の皆様のよりよき学びの場を提供する事が出来ました。これも日々、
PTA 会員の皆様のご理解とご協力のおかげです。参加頂きました皆様には心
より感謝申し上げます。また、２月22日に西原村総合体育館にて単位PTAリー
ダー等研修会を開催。これからの単位PTAリーダーとしての参考となる講演、
親の学びプログラムを実施致しました。
この研修会を通じ、PTAリーダーとして
各単位 PTA の発展に取り組んで頂けれ
ばと思います。今後も PTA 会員の皆様
のよりよき学びの場、つながりのある
PTAを目指し教養委員会一同より一層励
んでまいります。

　総務委員会では、熊本県ＰＴＡ連合会が会員皆さまの会費に支えられて
いる組織であることを自覚し、透明性の高い運営の徹底と、事務改善や
組織改革に取り組んでいます。併せて本年度は、総務委員が中心となっ
て行っているＩＣＴ教育専門部会において、全会員向けに「ＩＣＴを活用した
教育アンケート」を実施し、保護者や学校現場の声を直接県や国に伝達
することで、ＩＣＴ教育の課題解決や、発展につながる活動を行いました。
さらに、ＰＴＡのあり方について研究・検討を重ね、多様化する社会のニー
ズに対応した組織体制や、活動方針を模索しています。
　これらの活動を通じて、今後も熊本県ＰＴＡ連合会が、より一層会員に
寄り添い、そして会員皆さまの組織として、熊本県の教育環境向上に寄

与できるよう委員一同努めてまいります。
引き続き、ご理解とご協力をお願いい
たします。

　広報委員会では、年２回の新聞発行
を行っております。委員会メンバー５人
で毎月委員会を開催し、会員の皆様に
読んでいただく内容を検討しています。
会員の皆さまが読みやすい紙面を考え、熊本県PTA連合会主催の事業や
各エリア、各単位PTAの情報を掲載しています。また、昨年から検討し
ていましたホームページの活用も開始しました。ホームページは、写真を
活用し、多くの会員の方々にいつでも観ていただきたいとの思いで掲載
しました。広報紙やホームページで活動内容をわかりやすく丁寧にお届け
し、今後も必ず必要とされる県P連を目指していきます。会員の皆さまに
は、今回発行にあたり、多くの寄稿をいただきましたことに、この場を借
りて感謝申し上げます。

　家庭教育委員会では、6月26日に『ふ
れあい読書研究会』『親子ふれあいデー
活動』の委嘱式、12月18日に中間報告会
を行いました。子ども達を真ん中にした、
学校、地域、家庭が連携しての様々なご
報告がありました。親子の笑顔が見えるよ

うな楽しい活動ばかりで、私たちも嬉しい気持
ちになりました。
　10月2日に家庭部会と協働で開催した『家庭部会研修会』では、参加者同
士で交流を深めました。11月9日に開催された第50回熊本県 PTA 研究大会
阿蘇大会では、阿蘇会場を担当させていただきました。楽しみながら学びと
交流を深めていただけるように、との思いで取り入れられた様々な工夫は、
今後の県 P 大会にも活かしていきたいと思います。私たちの活動が、会員の
皆様の子育て、親育ちに少しでもお役に立てたならば嬉しいです。子ども達
の笑顔を思い、親自身も楽しみながら今後の委員会活動に取り組んでまいり
ます。ご協力をいただきました皆様に心より感謝申し上げます。

県Ｐ連って？県Ｐ連って？
　理事は、会長と会計理事を除き、総務・教養・家庭教育・広
報の４つの委員会に分かれ、年間を通し事業を行っています。全
ての事業を、会員や学校教育、なにより子どもたちのために、参
与のご助言をいただきながら、理事会でしっかり協議していま
す。それぞれの事業内容は、委員会報告をご覧ください。
　この他にも、熊本県教育委員会をはじめ、熊本県小中学校長
会、熊本県退職校長会、熊本県教職員組合、公立高等学校PTA
連合会、熊本市PTA協議会との懇談会を開催したり、保護者の
代表として行政や関係団体の協議会や会議に出席しています。
　事業を行うだけでなく、教育に関わる多くの方々と情報や意
見を交わし、理解を深め、連携を図り、協働していくことが県Ｐ
連の大きな役割です。

今回は、県P連の事業と役割
について、ご紹介します。

令
和
6
年
度

広報委員会 家庭教育委員会

教養委員会 総務委員会


